
横浜市南区六ッ川大池地区連合会自治会にて災害派遣講話

講話をする大塚２陸尉

勉
強
会
は
、
第
１
部
「
大
震
災
時
に
お
け
る
自

災
の
日
」、
横
浜
市
南
区
六
ッ
川
大
池
地
区
連
合

署
六
ッ
川
出
張
所
所
長
の
講
話
及
び
煙
体
験
」
の

大
震
災
時
に
お
け
る
自
衛
隊
の
救
援
活
動
に
つ

い
う
こ
と
を
主
題
に
、
災
害
へ
の
準
備
段
階
で
の

災
害
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て
市
民

Ｒ
し
、
自
治
体
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
」

講
話
（
講
師　

渉
外
広
報
室
広
報
幹
部　

大
塚
２

動
記
録
及
び
平
成
２
３
年
の
東
日
本
大
震
災
奮
闘

神
奈
川
地
本
は
、「
今
後
も
、
講
話
な
ど
の
機

と
し
て
い
る
。

ＵＨ‐１体験搭乗を満喫

名
）
を
実
施
し
た
。

駐
屯
地
に
お
い
て
東
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

（
難
波
２
陸
尉
）
に
よ
る
安
全
教
育
が
行
わ
れ
、

の
後
、Ｕ
Ｈ
ー
１
を
背
後
に
記
念
撮
影
、
５
フ
ラ

空
で
遠
く
の
景
色
は
見
渡
せ
な
か
っ
た
が
、「
そ

頼
も
し
い
機
長
（
田
中
１
陸
尉
）
の
言
葉
ど
お

き
た
。

ー
ル
出
来
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
計
画

で
話
し
て
い
た
。

や
す
く
、
初
め
て
聞
く
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
説
明

の
中
で
い
ろ
い
ろ
案
内
を
し
て
く
れ
て
、
と
て

市
立
西
中
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
た
秦
野
市
総

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

松
田　

辰

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

松
田 

辰

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務
所
（
所

長　

平
１
陸
尉
）
は
、
９
月
６
日
（
日
）、
秦
野

訓
練
に
は
市
民
及
び
関
係
機
関
約
４
０
０
０
人

が
参
加
し
、
自
衛
隊
の
訓
練
に
つ
い
て
は
、
平
塚

地
域
事
務
所
に
よ
る
自
衛
隊
の
各
種
災
害
派
遣
の

困
難
者
の
輸
送
訓
練
を
支
援
し
た
。

同
事
務
所
が
開
設
し
た
ブ
ー
ス
で
は
、
自
衛
隊

の
募
集
・
広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
子
供
用
の
戦

闘
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
多
く
の
子
供
た
ち

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
自
衛
隊
の
存
在
が
市
民

写
真
パ
ネ
ル
展
示
と
第
４
施
設
群
に
よ
る
、
帰
宅

が
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

合
防
災
訓
練
を
支
援
し
た
。

の
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
あ
り
が
と
う
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
ブ
ー
ス
に
は
古
谷
秦
野
市
長
も
訪
れ
、
日

頃
の
活
動
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
促
す
防
災
訓
練

へ
の
支
援
に
対
し
、
感
謝
の
言
葉
と
今
後
の
自
衛

平成２７年度秦野市総合防災訓練支援

～曇り空でも最高のフライトを～

フライト中のＵＨ－１ 搭乗するヘリの前での記念撮影

防災訓練開始

災害に備えて

搭乗前の安全説明をする
東方ヘリ隊（難波２陸尉）

陸
尉
）
を
行
っ
た
。

雄　

１
等
海
佐
）
は
、
９
月
１
日
（
火
）
の
「
防

衛
隊
の
救
援
活
動
」
と
、
第
２
部
「
横
浜
市
消
防

２
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。

記
の
２
本
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
と
、「
命
を
守
る
」
と

対
応
・
地
震
発
生
時
・
発
生
後
の
対
処
行
動
及
び

会
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
活
動
状
況
を
積
極
的
に
Ｐ

会
自
治
会
の
防
災
勉
強
会
に
お
い
て
、
災
害
派
遣

い
て
は
、
平
成
２
５
年
の
伊
豆
大
島
災
害
派
遣
行

に
分
か
り
や
す
く
説
明
を
行
っ
た
。

の
支
援
を
受
け
、Ｕ
Ｈ
ー
１
の
体
験
搭
乗
（
３
０

雄　

１
等
海
佐
）
は
、
９
月
５
日
（
土
）、
立
川

当
日
は
先
ず
、
ヘ
リ
を
囲
ん
で
東
方
ヘ
リ
隊

に
皆
、
興
味
深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
そ

イ
ト
に
分
か
れ
て
体
験
搭
乗
を
行
っ
た
。
曇
り

の
分
フ
ラ
イ
ト
で
楽
し
ま
せ
ま
す
よ
」
と
言
う

り
、
最
高
の
体
験
搭
乗
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

神
奈
川
地
本
は
、「
今
後
も
、
自
衛
隊
を
ア
ピ

も
楽
し
か
っ
た
で
す
！
」
と
、
興
奮
し
た
様
子

特
に
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
説
明
は
と
て
も
分
か
り

体
験
搭
乗
を
終
え
た
搭
乗
者
か
ら
は
、「
ヘ
リ

し
、
広
報
に
努
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

隊
に
対
す
る
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。

平
塚
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
こ
う
し
た

防
災
訓
練
支
援
及
び
広
報
活
動
を
積
極
的
に
継
続

広報ブース・
災害パネル等展示

し
て
い
き
、
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
く
」
と
し
て
い
る
。


